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平成２３年 ３月１６日

奈良県 防災統括室

担当：川内

直通：２７－８４４８

内線：４５０８

３３３３月月月月１１１１１１１１日日日日のののの東北地方太平洋沖地震東北地方太平洋沖地震東北地方太平洋沖地震東北地方太平洋沖地震にににに関関関関するするするする

奈良県奈良県奈良県奈良県のののの対応等対応等対応等対応等についてについてについてについて（（（（第第第第１６１６１６１６報報報報））））

（（（（３３３３月月月月１６１６１６１６日日日日 １９１９１９１９：：：：３０３０３０３０発表発表発表発表））））

１．震度情報（震度６弱以上）

３月１１日（金） １４時４６分頃

震度７ 宮城県北部

３月１２日（土） ３時５９分頃

震度６強 長野県北部

３月１５日（火） ２２時３１分頃

震度６強 静岡県東部

２．県内震度（震度３以上）

３月１１日（金）１４時４６分頃

震度３ 奈良市、大和郡山市、天理市、安堵町、川西町、三宅町

３月１２日（土） ３時５９分頃

震度１ 大和郡山市

３．県内市町村被害状況

人的被害およびその他の被害の情報なし

４．県の体制

３月１１日（金）１４：４６ 地震災害警戒体制 １号警戒配備

※基準

近畿２府７県以外の都道府県で震度６弱以上の地震が発生

１６：０８ 地震災害警戒体制 ２号警戒配備

近畿２府５県のうち和歌山県、徳島県で大津波警報発令による

２２：００ 地震災害警戒体制 ２号警戒配備（９人）から１号警

戒配備（４～５人）へ変更し、３月１４日（月）８：３０まで、

１号警戒配備で継続対応。



３月１２日（土） ３：５９ 地震災害警戒体制 ２号警戒配備

※基準

近畿２府７県以外の都道府県で震度６弱以上の地震が複数発生

８：３０ 地震災害警戒体制 ２号警戒配備（９人）から１号警

戒配備（４～５人）へ変更し、３月１４日（月）８：３０まで、

１号警戒配備で継続対応。

３月１４日（月） 震災害警戒体制 １号警戒再配備

５．奈良県職員の派遣

３月１３日（日） 防災統括室職員３名、宮城県に向け出発。

３月１４日（月） 宮城県庁において情報収集開始

６．救援物資について★報道発表済み

○毛布

３月１４日（月） ３，５００枚、宮城県気仙沼市役所へ搬送

３月１５日（火） ７，０００枚、宮城県気仙沼市役所へ搬送

７．ＤＭＡＴ関係 （担当：奈良県医療政策部地域医療連携課）

３月１１日（金） 奈良県DMAT（１隊（医師２名、看護師２名、事務１名、合計５

名）・奈良県立医科大学チーム第１隊）仙台医療センターに向け

て出発。

県立奈良病院DMAT１隊、市立奈良病院DMAT１隊が出動準備済、

待機。

３月１２日（土） 奈良県DMAT３隊（奈良県立医科大学チーム第２隊 医師１名、看

護師２名、事務１名・県立奈良病院チーム 医師１名、看護師２

名、事務２名・市立なら病院チーム 医師１名、看護師２名、事

務１名 合計１３名）伊丹空港から、自衛隊機により花巻空港へ。

奈良県DMAT１隊（県立奈良病院チーム）いわて花巻空港にて

ＳＣＵ活動開始。

奈良県DMAT１隊（奈良県立医科大学チーム第２隊）いわて花巻空

港にてＳＣＵ活動開始。

奈良県DMAT１隊（奈良県立医科大学チーム第１隊）仙台医療セン

ター到着。霞目ＳＣＵと仙台医療センター間の患者搬送活動開始。

３月１３日（日） 奈良県DMAT１隊（奈良県立医科大学チーム第２隊）いわて花巻空港

にてＳＣＵ活動中。

奈良県DMAT１隊（市立奈良病院チーム）いわて花巻空港にて搬送活

動中。

奈良県DMAT１隊（県立奈良病院チーム）いわて花巻空港にて活動中。

奈良県奈良県DMAT１隊（奈良県立医科大学チーム第１隊）仙台医療

センターで現地本部と協議し活動終了。

１０：１５奈良県へ出発

３月１４日（月） 奈良県DMAT１隊（県立奈良病院チーム）、バスで奈良県へ出発。



奈良県DMAT１隊（市立奈良病院チーム）、奈良県へ帰着

奈良県DMAT１隊（奈良県立医科大学チーム第２隊）、奈良県へ帰着

８．医療従事者の派遣

○保健師の派遣（担当：医療政策部保健予防課）★報道発表済み

県及び奈良市の保健師等、３月１６日（水）奈良県庁より宮城県（場所の詳細は未定）

へ出発予定。４月３０日（土）まで４泊５日で交替で支援を行う予定。

９．消防防災ヘリコプター

３月１１日（金） 消防庁より奈良県消防防災ヘリコプター出動依頼あり

搭乗員は９名（隊員５名、機長１名、副機長１名、整備士２名）、

用務は消火・救助活動。

３月１２日（土） 奈良県ヘリポート出発、福島空港到着

相馬地区において孤立地域の救助活動開始。

３月１３日（日） 新地地区で救助活動。

福島県相馬市、宮城県亘理郡で捜索・救助活動。

３月１４日（月） 福島町新地町～宮城県亘理町 捜索活動

３月１５日（火） ヘリの２５時間点検のため活動休止

３月１６日（水） 福島原発爆発事故のため、群馬へリポートにて待機

１０．緊急消防援助隊の出動

３月１１日（金） 奈良県より消防庁へ緊急消防援助隊の出動可能隊数の報告

（２４隊８７人）

消防庁より奈良県緊急消防援助隊に出動要請

３月１２日（土） 針インターに集結、点呼の後、２５隊９１人により東京方面に

向けて出発。途中、消防庁の指示により、目的地を長野県庁に

変更。（長野県で震度６強の地震を観測したため）長野県松代

サービスエリア到着後、長野市消防局と調整。福島県郡山カ

ルチャーパークに向け出発、到着。

（内訳）

県指揮隊 ２隊 ６人

消火部隊 ７隊 ３４人

救助部隊 ３隊 １５人

救急部隊 １０隊 ３０人

後方支援隊 ３隊 ６人

３月１３日（日） 福島県郡山カルチャーパークから宮城県山元町に向け出発。

岩沼市へ緊急出動要請。岩沼市消防本部に向け出発、到着。

山元町立山下中学校へ到着。

後方支援隊１隊（４名）を物資搬送（緊急消防援助隊のための物資）

のため派遣追加。宮城県へ向けて出発。

（内訳）

県指揮隊 ２隊 ６人



消火部隊 ７隊 ３４人

救助部隊 ３隊 １５人

救急部隊 １０隊 ３０人

後方支援隊 ４隊 １０人

合計 ２６隊 ９５人

３月１４日（月） ＪＲ常磐線坂元駅北側一帯で救助活動

交替要員出発（２６隊９３人）

（内訳） 県指揮隊 1隊 3人

消火部隊 7隊 34人

救助部隊 3隊 15人

救急部隊 10隊 29人

後方支援隊 5隊 12人

３月１５日（火） 交替要員到着、引継、引き続きＪＲ常磐線坂元駅北側一帯で救助

活動

先発隊、現地引きあげ

３月１６日（水） 先発隊、奈良市消防局帰着 解散式

第２隊、ＪＲ常磐線山下駅周辺で救助活動

１１．奈良県広域緊急援助隊 （担当：奈良県警察本部警備第二課）

３月１１日（金） 奈良県広域緊急援助隊 救出救助業務のため東北地方へ向け出発

３月１２日（土） 奈良県広域緊急援助隊（刑事部隊９名）宮城県に向けて出発 。

３月１３日（日） 奈良県広域緊急援助隊（刑事部隊）宮城県東松島市石巻警察署管

内で活動開始

奈良県広域緊急援助隊（警備部隊・交通部隊）岩手県岩泉町岩泉

警察署管内で活動開始

１２．応急給水支援隊の出動

３月１５日（火） 給水車１台、指令車１台、職員５人、県水道局より、応

急給水支援活動のため、岩手県盛岡市上下水道局に向け

て出発。（１班あたり８日間出張、４班体制で対応）

（担当：奈良県水道局総務課）

奈良市水道局より給水車１０台９事業体（※）２２人、岩手県盛岡市上下水道局へむけ

て出発予定。（３月１６日（水）９：００）

※奈良市２台、生駒市、橿原市、香芝市、桜井市、天理市、大和郡山市、大和高田市、

広陵町各１台 計１０台（担当：奈良市水道局業務部総務課）★同機関より報道発表済み

１３．市町村の対応

３月１１日（金） １７：００ 奈良市救援対策本部設置

（担当：奈良市市民安全課）



１４．防災関係機関の対応

○日本赤十字社奈良県支部

医療救護班１班（７名）、県立三室病院で準備完了。

３月１２日（土） 岩手県盛岡赤十字病院に向け出発。救援物資として毛布

１，０００枚を提供

３月１３日（日） 盛岡赤十字病院に到着。

日赤岩手県支部の指示により久慈市大川目中学校（避難所）へ移

動。大川目中学校で青森県支部の先遣隊と合流。合流後、岩手県

九戸郡野田村の国民宿舎「えぼし荘」（避難所）へ移動し、医

療救護活動開始

３月１４日（月） 野田村役場職員と保健師の案内で、順次巡回診療後、避難所（久

慈工業高校）へ移動

避難所（久慈工業高校・岩手県野田村）到着、巡回診療開始。診

療者数は５５名。

青森支部と打ち合せ。救護所はライジングサンスタジアム運動公

園野球場内（岩手県野田村）に設置決定

毛布５００枚 追加提供

３月１５日（火） ライジングサンスタジアム運動公園野球場及び野田小学校（岩手

県野田村）に救護所を設営し、医療救護活動を実施。

診療者数２３名

３月１６日（水） 救護所で診療活動を実施。

救護班第２班（県立奈良病院６名・支部職員１名）、１７日派遣。

第１班は引継ぎ後、１７日帰県。

１５．被災者の県営住宅及び市町村営住宅の入居★報道発表済み

（担当：奈良県住宅課）

○県営住宅：計１００戸

○市町村営住宅：計５６戸（１５市町村） ※今後さらに増える見込み


